
平成２１年１０月３０日 研修レジュメ 民法等の基礎（奇想？）知識Moc

－パンデクテンの構成説明Ⅰ 民法典の構成

Ⅱ 人（自然人・法人）

始期（胎児[全部露出説]( Ⅱ) 、721,886 ）

嫡出子（準正 推定の及ばない子等 、）

終期（失踪宣告[ ] )、30

法人（社団・財団(寄付行為)、 権利能力なき社団 、）

【参考－直系姻族間の婚姻禁止 】735

Ⅲ 時に関するもの等

初日不参入[ ]140

出世払いとは(条件・期限)

期限の利益、喪失[ ]、137

履行遅滞[ ]、不法行為について412

時効制度、中断事由（ 特に承認( )147 156

Ⅳ 不動産関係

動産・不動産(建物の成立時期、果実)

抵当・根抵当

ⅴ 債権関係

利息（民事[ ]・商事[商 ]法定利率、利限、出資法）404 514

充当の順

相殺、過失相殺の違い[ ]418,722

Ⅵ その他

判決・決定・命令（主体・手続・不服申立等 、和解、取下、認諾、放棄）
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民法
第一編 総則

第一章 通則（第一条・第二条）

第二章 人
第一節 権利能力（第三条）
第二節 行為能力（第四条―第二十一条）
第三節 住所（第二十二条―第二十四条）
第四節 不在者の財産の管理及び失踪の宣告（第二十五条―第三十二条）
第五節 同時死亡の推定（第三十二条の二）

第三章 法人（第三十三条―第八十四条）

第四章 物（第八十五条―第八十九条）

第五章 法律行為
第一節 総則（第九十条―第九十二条）
第二節 意思表示（第九十三条―第九十八条の二）
第三節 代理（第九十九条―第百十八条）
第四節 無効及び取消し（第百十九条―第百二十六条）
第五節 条件及び期限（第百二十七条―第百三十七条）

第六章 期間の計算（第百三十八条―第百四十三条）

第七章 時効
第一節 総則（第百四十四条―第百六十一条）
第二節 取得時効（第百六十二条―第百六十五条）
第三節 消滅時効（第百六十六条―第百七十四条の二）

第二編 物権
第一章 総則（第百七十五条―第百七十九条）

第二章 占有権
第一節 占有権の取得（第百八十条―第百八十七条）
第二節 占有権の効力（第百八十八条―第二百二条）
第三節 占有権の消滅（第二百三条・第二百四条）
第四節 準占有（第二百五条）

第三章 所有権
第一節 所有権の限界
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第一款 所有権の内容及び範囲（第二百六条―第二百八条）
第二款 相隣関係（第二百九条―第二百三十八条）

第二節 所有権の取得（第二百三十九条―第二百四十八条）
第三節 共有（第二百四十九条―第二百六十四条）

第四章 地上権（第二百六十五条―第二百六十九条の二）

第五章 永小作権（第二百七十条―第二百七十九条）

第六章 地役権（第二百八十条―第二百九十四条）

第七章 留置権（第二百九十五条―第三百二条）

第八章 先取特権
第一節 総則（第三百三条―第三百五条）
第二節 先取特権の種類

第一款 一般の先取特権（第三百六条―第三百十条）
第二款 動産の先取特権（第三百十一条―第三百二十四条）
第三款 不動産の先取特権（第三百二十五条―第三百二十八条）

第三節 先取特権の順位（第三百二十九条―第三百三十二条）
第四節 先取特権の効力（第三百三十三条―第三百四十一条）

第九章 質権
第一節 総則（第三百四十二条―第三百五十一条）
第二節 動産質（第三百五十二条―第三百五十五条）
第三節 不動産質（第三百五十六条―第三百六十一条）
第四節 権利質（第三百六十二条―第三百六十八条）

第十章 抵当権
第一節 総則（第三百六十九条―第三百七十二条）
第二節 抵当権の効力（第三百七十三条―第三百九十五条）
第三節 抵当権の消滅（第三百九十六条―第三百九十八条）
第四節 根抵当（第三百九十八条の二―第三百九十八条の二十二）

第三編 債権
第一章 総則
第一節 債権の目的（第三百九十九条―第四百十一条）

第二節 債権の効力
第一款 債務不履行の責任等（第四百十二条―第四百二十二条）
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第二款 債権者代位権及び詐害行為取消権（第四百二十三条―第四百二
十六条）

第三節 多数当事者の債権及び債務
第一款 総則（第四百二十七条）

（ ）第二款 不可分債権及び不可分債務 第四百二十八条―第四百三十一条
第三款 連帯債務（第四百三十二条―第四百四十五条）
第四款 保証債務

第一目 総則（第四百四十六条―第四百六十五条）
第二目 貸金等根保証契約（第四百六十五条の二―第四百六十五条の

五）

第四節 債権の譲渡（第四百六十六条―第四百七十三条）

第五節 債権の消滅
第一款 弁済

第一目 総則（第四百七十四条―第四百九十三条）
第二目 弁済の目的物の供託（第四百九十四条―第四百九十八条）
第三目 弁済による代位（第四百九十九条―第五百四条）

第二款 相殺（第五百五条―第五百十二条）
第三款 更改（第五百十三条―第五百十八条）
第四款 免除（第五百十九条）
第五款 混同（第五百二十条）

第二章 契約
第一節 総則
第一款 契約の成立（第五百二十一条―第五百三十二条）
第二款 契約の効力（第五百三十三条―第五百三十九条）
第三款 契約の解除（第五百四十条―第五百四十八条）

第二節 贈与（第五百四十九条―第五百五十四条）

第三節 売買
第一款 総則（第五百五十五条―第五百五十九条）
第二款 売買の効力（第五百六十条―第五百七十八条）
第三款 買戻し（第五百七十九条―第五百八十五条）

第四節 交換（第五百八十六条）

第五節 消費貸借（第五百八十七条―第五百九十二条）
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第六節 使用貸借（第五百九十三条―第六百条）

第七節 賃貸借
第一款 総則（第六百一条―第六百四条）
第二款 賃貸借の効力（第六百五条―第六百十六条）
第三款 賃貸借の終了（第六百十七条―第六百二十二条）

第八節 雇用（第六百二十三条―第六百三十一条）

第九節 請負（第六百三十二条―第六百四十二条）

第十節 委任（第六百四十三条―第六百五十六条）

第十一節 寄託（第六百五十七条―第六百六十六条）

第十二節 組合（第六百六十七条―第六百八十八条）

第十三節 終身定期金（第六百八十九条―第六百九十四条）

第十四節 和解（第六百九十五条・第六百九十六条）

第三章 事務管理（第六百九十七条―第七百二条）

第四章 不当利得（第七百三条―第七百八条）

第五章 不法行為（第七百九条―第七百二十四条）

第四編 親族
第一章 総則（第七百二十五条―第七百三十条）

第二章 婚姻
第一節 婚姻の成立

第一款 婚姻の要件（第七百三十一条―第七百四十一条）
第二款 婚姻の無効及び取消し（第七百四十二条―第七百四十九条）

第二節 婚姻の効力（第七百五十条―第七百五十四条）
第三節 夫婦財産制
第一款 総則（第七百五十五条―第七百五十九条）
第二款 法定財産制（第七百六十条―第七百六十二条）

第四節 離婚
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第一款 協議上の離婚（第七百六十三条―第七百六十九条）
第二款 裁判上の離婚（第七百七十条・第七百七十一条）

第三章 親子
第一節 実子（第七百七十二条―第七百九十一条）
第二節 養子
第一款 縁組の要件（第七百九十二条―第八百一条）
第二款 縁組の無効及び取消し（第八百二条―第八百八条）
第三款 縁組の効力（第八百九条・第八百十条）
第四款 離縁（第八百十一条―第八百十七条）
第五款 特別養子（第八百十七条の二―第八百十七条の十一）

第四章 親権
第一節 総則（第八百十八条・第八百十九条）
第二節 親権の効力（第八百二十条―第八百三十三条）
第三節 親権の喪失（第八百三十四条―第八百三十七条）

第五章 後見
第一節 後見の開始（第八百三十八条）
第二節 後見の機関
第一款 後見人（第八百三十九条―第八百四十七条）
第二款 後見監督人（第八百四十八条―第八百五十二条）

第三節 後見の事務（第八百五十三条―第八百六十九条）
第四節 後見の終了（第八百七十条―第八百七十五条）

第六章 保佐及び補助
第一節 保佐（第八百七十六条―第八百七十六条の五）
第二節 補助（第八百七十六条の六―第八百七十六条の十）

第七章 扶養（第八百七十七条―第八百八十一条）

第五編 相続
第一章 総則（第八百八十二条―第八百八十五条）

第二章 相続人（第八百八十六条―第八百九十五条）

第三章 相続の効力
第一節 総則（第八百九十六条―第八百九十九条）
第二節 相続分（第九百条―第九百五条）
第三節 遺産の分割（第九百六条―第九百十四条）
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第四章 相続の承認及び放棄
第一節 総則（第九百十五条―第九百十九条）
第二節 相続の承認

第一款 単純承認（第九百二十条・第九百二十一条）
第二款 限定承認（第九百二十二条―第九百三十七条）

第三節 相続の放棄（第九百三十八条―第九百四十条）

第五章 財産分離（第九百四十一条―第九百五十条）

第六章 相続人の不存在（第九百五十一条―第九百五十九条）

第七章 遺言
第一節 総則（第九百六十条―第九百六十六条）
第二節 遺言の方式
第一款 普通の方式（第九百六十七条―第九百七十五条）
第二款 特別の方式（第九百七十六条―第九百八十四条）

第三節 遺言の効力（第九百八十五条―第千三条）
第四節 遺言の執行（第千四条―第千二十一条）
第五節 遺言の撤回及び取消し（第千二十二条―第千二十七条）

第八章 遺留分（第千二十八条―第千四十四条）




